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■活動報告の詳細 

活動名称 入会２年目会員等の退会抑止及び若年層をはじめとした入会促進に関する両輪対策事業 

活動の目的 （１）退会抑止とその狙い 
○退会を考え始める特に入会 2 年目の会員が、当該年度で退会という選択を思いとどまらせ、

3 年目への継続入会に気持ちの流れを誘導する事がこの活動の最大の狙いである。 

○退会を考え始める時期は、傾向としてはほとんどがその年度の秋から冬にかけてである。 

年明けの 1～3 月の時期は、事務局に電話やメールで退会方法についての問合せが急増する

時期でもあり、事実上既に退会の決意が固っている時期である。従って、退会を思いとど

まらせるには、年内（12 月まで）に何らかのアクションを起こす必要があり、遅れれば手

遅れになる可能性が高くなると考えられる。 

○アクションプランとしては、まず入会メリットを思い出させる、あるいはメリットに気づ

く為のきっかけを提供すること。そのきっかけによって、当該年度で退会という選択を思

いとどまらせ、3 年目への継続入会に気持ちの流れを誘導する。入会メリットに気づかせ

る方策の基軸は会報の内容を質・量ともに充実させること。入会しなければ得られなかっ

た情報、特に自己研鑽に資する情報(研修・福祉業界情報等)をこれまで同様重点的に継続

していく。 

○かつその流れに誘導する策として、下記「実施した活動の内容」のとおり対象者全員にグ

ッズ類（翌年度に有効な研修参加費補助券と福岡県社会福祉士会グッズ）を配布・進呈す

る。 

○さらに「永年会員への特別感謝キャンペーン」として、2023 年度から入会 10 年目、20 年

目、30 年目の全会員に対して記念品を進呈し大変好評を得たことから、入会年数の長い会

員にも喜ばれる仕掛けが良い効果を生み出すこともあり、退会抑止対策としての第二手と

する。 

○ただしこれらの取組は、今回だけで終わらせることなく、毎年継続してこそ効果が見込め

るものと考えている。 

 
（２）入会促進 
○「若手入会促進キャンペーン」に関しては、2024 年度は 30 歳未満の新規入会者数が
36 人であったため、2025 年度に関しては、プラスアルファを期し 40 人以上を目標に
設定した。さらに、若手入会者を紹介してくれた会員にもグッズをプレゼントするこ
とで会員の協力も得る。 

 
○入会促進の第二手として 2025年度も「社会福祉士実習指導者講習会」受講申込受付に

あたって会員優遇措置を強化することによって、入会促進の一助とする。 
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実施した活動

の内容 

 

１．会員・非会員への広報・周知活動 

(1).2025年度の入会キャンペーンを会報「ふくおか社会福祉士通信」（以下、「通信」と
いう）で断続的に案内・周知 

① 会員継続感謝キャンペーン 
（通信 4月号、5月号、6・7月合併号、8月号、9月号、10月号） 
② 若手入会応援キャンペーン 
（通信 4月号、5月号、6・7月合併号、8月号、9月号、10月号、11月号、12月号） 
③ 永年会員特別感謝キャンペーン 
（通信 6・7月合併号、8月号、9月号、10月号、11月号、12月号） 
④ 秋得入会キャンペーン 
（通信 6・7月合併号、8月号、9月号、10月号、11月号、12月号） 
⑤ シニア入会大歓迎キャンペーン 
（通信 6・7月合併号、8月号、9月号、10月号） 
⑥ 入会 3年継続キャンペーン 
（通信 6・7月合併号、8月号、9月号、10月号） 
⑦ 入会者紹介キャンペーン 
（通信 6・7月合併号、8月号、9月号、10月号、11月号、12月号） 
⑧ 会員 2,000人突破記念キャンペーン 
（通信 6・7月合併号、8月号、9月号、10月号、※12月号で到達を報告） 

(2).若手入会促進キャンペーンをＨＰで案内……8月 
ホームページで若手の入会者の会費減免（2024 年度から、オリジナルネックス

トラップもプレゼント）を案内。また更に若手入会者を紹介してくれた会員にオ
リジナルネックストラップを進呈する旨案内した。紹介者にとってもお得な特典
となる。 

(3).社会福祉士実習指導者講習会の開催にリンクさせた入会促進 

○会員優遇対策として、開催要項に①会員の受講は確約すること、②非会員は受講でき
ない場合もあることを明記。また会員の受講料は非会員の３分の１として会員優遇を
浮き彫りにして、非会員であることは相対的不利であることを強調し、入会への誘導・
動機付けの一助とする。 

【参考】受講料の 2024年度改定 

  会員 県外会員 非会員 

2023年度受講料 11,000 円 16,500 円 22,000 円 

 ▲1,000 円 ＋3,500 円 ＋8,000 円 

2024年度受講料 10,000 円 20,000 円 30,000 円 

○受講料は、施設が全額負担する所がほとんどであり、非会員本人には負担が無いため
入会に繋がらないのが今までの実情であった。しかし非会員を受講させる施設側とし
ては、入会してもらえば確実に受講でき、かつ安い受講料負担となるため、施設側か
ら受講者への入会勧奨に繋がる可能性も期待できる。実習生を何としても受け入れた
い施設の窓口担当者からは「本人に聞いてみます」との声も数カ所あり。 

○さらに会員と非会員とで申込受付開始日に１か月の時間差を設けた。まず受講が確約

される会員から先行受付を開始。その１か月後から非会員の受付を開始した。非会員
は定員の関係で受講できない可能性があり、相対的不利を感じ取ってもらい、入会の
動機付けの一助とした。実際に入会に結びついたケースも数件あった。 

○なお、開催要項には入会申込書請求方法等の案内も追記している。 

○申込者の中には若手も 30 人程度おり、「若手入会促進キャンペーン」の内容も併せて
案内することにより入会促進の有効な一手になった。 
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２．実施した入会キャンペーンの内容・特典 

(1). 若手入会促進キャンペーン 

● 30歳未満の新入会者の入会金＋年会費免除、及びオリジナルネックストラップ

を進呈。 

● 対象の若手入会者を紹介してくれた会員へも、オリジナルネックストラップを

進呈。 

(2). シニア入会大歓迎キャンペーン 

● 入会時に 60歳以上の 15人全員へ、次年度（2026年度）限定の研修参加費補助

券（2,000円券×2枚＝4,000円分）を進呈。 

(3). 秋得入会キャンペーン 

● 10～12月の新規入会者 12人の年会費を 2,500円減免。オリジナルネックスト

ラップとオリジナルクリアファイルを進呈。 

● 10～12月の新規入会者を紹介してくれた会員へ、オリジナルネックストラップ

またはオリジナルトートバッグのいずれか希望に応じて進呈。 

(4). 永年会員特別感謝キャンペーン 

● 入会 10年目、20年目、30年目以上の方、計 151人へ、記念品として本会オリ

ジナルトートバッグを進呈。 

(5). 入会 3年継続キャンペーン 

● 入会 2年目（2023年度入会者）の会員 178人へ、オリジナルネックストラップ

と 2026 年度限定研修参加費補助券（2,000円券×2枚＝4,000円分）をセットで

進呈。 

(6). 入会者紹介キャンペーン 

● 入会者を紹介してくれた会員にオリジナル３色ボールペンを進呈。 

(7). 会員継続感謝キャンペーン 

● 2025 年度も前年度から引き続き自動継続入会してくれた全会員（４月１日時点

の正会員）1,890人へ、オリジナルクリアファイルを進呈。 

● 進呈方法は、通信 5月号に同封する形で全員へ配布。 

(8). 会員 2,000 人突破記念キャンペーン 

  ● 2,000人目となった入会者とその前後 2人の計 3人に基礎研修Ⅰの受講料を免

除、本会オリジナルトートバッグ、オリジナル３色ボールペンを進呈。 
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３．キャンペーン推進に必要なインセンティブ（特典グッズ）作成 

(1).オリジナルネックストラップを製作 【資料Ａ】 

● オリジナルストラップ製作業者（ホットストラップ）に前年度同様の仕様で再

発注した。 

(2).オリジナルクリアファイルを製作 【資料Ｂ】 

● ラクスルに発注。※前回どおり 

● 前回と同じデザインの仕様で発注した。 

(3).研修参加費補助券（\2,000券×2枚）を製作 【資料Ｃ】 

● 2026 年度に本会が主催する研修会に限定した手作りの補助券であり、2026 年

度でのみ使用できるものとしている。 

● 本会事務局職員が印刷・封入・発送作業を行った。 

(4).オリジナルトートバッグを製作 【資料Ｄ】 

● オリジナルトートバッグ製作業者（ラクスル）に前年度と同仕様で発注した。 

(5).オリジナル３色ボールペンを製作 【資料Ｅ】 

● ラクスルに本会ネーム入り３色ボールペンを発注し製作した。 
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活動の成果 

 

（１）退会抑止について 

○ 2022年度～2025 年度の退会者数比較は下表のとおりである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 2025年度の退会者数は 102人で、減らすことはできなかった。入会 2年目の会員の
退会者は 5名増加し、その割合は近年の減少傾向から増加に転じた。 
退会抑止策については今後も検討していきたい。 

○ ちなみに、入会初年度で退会した会員は、2024年度が 14人、2025 年度も 14人とい
う結果であった。入会 1～2年目での退会者をいかに抑え込めるかが今後退会抑止策の
肝になると思われる。 

 
（２）入会促進について 

○ 2022年度～2025 年度の入会者数比較は下表のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ この結果をみてわかる通り、2024 年度と比較し 45 人減となった。2022～2023 年度
の水準と比較すれば 2025 年度は増加しており、2024 年度を異常値と見ることもでき
る。 

 
○ 第二手として取り組んだ「社会福祉士実習指導者講習会」では、この講習会の受講
を機に 14人（前回 13 人）、内若手が 8人（前回 6人）が入会に結びつけることができ
た。今回も取り組んだ活動によって一定の成果があったと認められる。 

 
（３）総括 

以上より、退会抑止と入会促進はどちらが欠けても組織率の維持向上の効果は少な
く、同時並行して取り組む両輪駆動の対策こそが、組織率の維持向上のために有効で
あることが再認識できた。退会抑止が入会促進の一助にもなり、相乗効果が期待でき
る。来年度は退会抑止策にも新たな戦略を検討したい。 

 

 

【退会者数の実績時系列】 

  2022 
年度 

2023 
年度 

2024 
年度 

2025 
年度 

総 数 105人 80人 103人 ▲1 102人 

内、入会 
2 年目 
会員数 

10人 7人 8人 +5 13人 

2年目 
会員 
の割合 

9.5％ 8.8％ 7.8％ +4.9 12.7％ 

 

【入会者数の実績時系列】 

  2022 
年度 

2023 
年度 

2024 
年度 

2025 
年度 

総 数 120人 133人 182人 ▲45 137人 

内、若手 
(20 代)会

員数 
10人 21人 36人 ▲12 24人 

若手会員 
の割合 

8.8％ 15.8％ 19.8％ ▲2.3 17.5％ 
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活動実施を 

通じての課題 
 
実施していく
中で、見えてき
た活動遂行に
おける課題 

（１）退会抑止にも力点を 

①入会１年目での退会抑止も要検討 

上記のとおり、入会初年度で退会した会員は、2024年度が 14人、2025 年度も 14
人という結果であった。入会 1～2年目での退会者をいかに抑え込めるかが今後退会
抑止策の肝になると思われる。入会者がすぐに入会メリットを実感してもらえるよ
うな強い仕掛けが必要であり、ユース委員会や広報委員会による企画も期待したい。 

② 入会２年目 
入会２年目の会員を対象として、「入会 3年継続キャンペーン」が適用される。翌

年度も会員として継続してもらうことを前提にして翌年度限定の「研修参加費補助
券（4,000 円分）」を進呈。また併せてオリジナルネックストラップもプレゼントし
ている。 

2025年度の入会 2年目会員の退会者数は、残念ながら 5名増加し、減らすことが
できなかった。退会に傾きかけた気持ちを思いとどまらせるためには、「入会 3年継
続キャンペーン」の実施は必須であり、年度初めから案内を開始し早めに手を打ち
たい。 

③ 入会３年目 
石の上にも三年の例えもあり、丸 3年間会員を継続できた者は、会員同士の横の

繋がりも広がる。基礎研修ⅠからⅢまで修了した同期は、仲間意識が強固になる。
ようやくコロナ禍を乗り越え、研修会が集合形式に戻ってきているため、入会メリ
ットのひとつ「会員のネットワークの拡大」は、①～②の対策は継続してこそ効果
が期待できると思われる。 

 
（２）永年会員への特別感謝も必要 

「入会して 10年以上も経つのに何の特典も無い。勤務先なら永年勤続表彰などあ
るのに」との声を聞いて、2023 年度から「永年会員特別感謝キャンペーン」を開
始した。オリジナルトートバッグをプレゼントし対象者からは大変喜ばれている。
今後も毎年実施していく。入会年数の長い会員からは「永年入会しているのに若手
ばかり良い思いをしている」という本音も聞こえてくる。今後も入会年数の長い会
員にも喜ばれる組織運営も大切な課題と思われる。 

（３）目に見えるメリットも大切 
これまで入会メリットというものは目には見えにくいものと教えられ、またそ

のように考えてきたが、今後もとりわけ淡白な若手に対しては、特に見えるメリ
ットも提供しながらの組織運営を目指したい。2025 年度から入会者を推薦した会
員にもネーム入りグッズ（三色ボールペン等）をプレゼントしており、会員の協
力体制も必要と感じる。 

（４）入会促進対策は引き続き継続しつつ「いずるを制する」 
これまで実施してきた入会促進策は、継続すれば一定程度の効果が得られるこ

とは検証できた。今後の重点課題は、結論的には「いずるを制する」事、すなわ
ち退会者を増やさず、減らす工夫と努力が重要。決定打はなかなか見いだせない
が、引き続きできることから取り組んでいきたい。 

活動の実施状

況・実施結果に

関する情報の

公開 

 

あてはまるも
のにチェック
と内容詳細を
記入ください 

※貴法人のホームページでの公表は必須となります。 
 

情報の公開方法（複数選択可） 

 

■広報誌・会報誌等で公開 

                         ） 

□その他  

（                          ） 
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